
我が国周辺漁業資源調査

(2)卵稚仔調査

安藤 朗彦・佐藤 利幸

本調査は全国規模の漁業資源調査の一環としてカタク

チイワシを対象に卵および稚仔の分布状況を把握し，資

源評価の基礎資料とすることを目的に実施した。

方 法

調査は毎月上旬図１の調査点において 調査取締船 ぶ， 「

ぜん」で濾水計付き丸特ネットB型を海底直上1.5ｍから

海表面まで鉛直曳きを行い，標本を採取した。

採取した標本は，船上でホルマリン固定し，室内に持

ち帰り界線入りシャーレ上でカタクチイワシの卵と稚仔

数を同定及び計数した。
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結果及び考察

各調査地点における採取結果は，表１のとおりであっ

た。年別のカタクチイワシ卵の平均採取数の変化は平成

13年度以降３年間増加傾向を示し，その後２年連続で減

， （ ）。少していたが 18年度は前年度に比べ増加した 図２

カタクチイワシ稚仔魚の平均採取数の推移は，14及び

15年度を除き卵採取数と類似した推移が見られた。18年

度は卵採取数と同様に前年に比べ増加した（図３ 。）

月別に全調査点を平均した濾水量１トン当たりの採取

数を図４に示す。卵と稚仔の採取状況は類似した傾向が

見られた。例年カタクチイワシの卵・稚仔は春季と秋季

に採取されるが，18年度は17年度と同様に秋季は，卵・

稚仔とも著しく少なかった。全調査点合計で最も多く濾

水量１トン当たりの卵を採取したのは，18 調査時で/6/1

あった。しかし各調査点別にみると，表１に示すとおり
調査点図１

カタクチイワシ卵採取数の経年変化図2

カタクチイワシ稚仔魚採取数の経年変化図3
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最も多かったのは，18 調査時のStn.4で243.81個/t/5/8

であった。全調査点合計で最も多く濾水量１トン当りの

稚仔魚を採取したのは，卵と同様に18 調査時で，各/6/1

調査点別では，同日のStn.2の38 尾/tであった。.51

調査地点別の５～７月の調査時における卵及び稚仔魚

の分布状況を図５に示した。５月のカタクチイワシの卵

は，北部沿岸域に集中して多く，６月は中部から南部沖

合域の広い範囲で多く見られた。その後７月は沖合域の

１点のみが100個程度の値であった。

稚仔魚の出現状況は卵の分布状況とは異なり，５月は

全域で低い値だった。６月・７月とも分布の中心は南部

の海域で，７月は沿岸域でも見られた。

本年度は例年に比べ卵・稚仔が非常に少なかった昨年

よりは多く，16年度程度の出現が見られた。近年の特徴

として秋季の結果が著しく低い傾向が継続して見られて

いる。今後のカタクチイワシ資源の動向に注意する必要

がある。
月別卵及び稚仔魚の平均採取数図４

調査日 st1 st2 st3 st4 st5 st7 st8 st10 st11 st12 st13 st15 平均

18/4/6 卵 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

稚仔 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

18/5/8 卵 0.00 8.61 18.90 234.81 1.03 14.37 3.54 0.87 0.00 0.00 52.54 6.93 28.47

稚仔 0.00 1.44 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.02 0.00 0.29

18/6/1 卵 0.00 231.04 137.21 4.28 26.57 169.92 2.52 0.93 2.83 2.30 5.76 63.37 53.89

稚仔 1.30 38.51 4.72 0.00 1.21 4.28 0.84 0.00 0.00 1.15 0.00 0.00 4.33

18/7/5 卵 0.00 3.09 93.34 0.00 4.13 0.63 0.36 0.00 0.00 4.83 0.00 0.00 8.86

稚仔 22.85 7.88 12.17 0.00 1.03 1.25 20.02 1.38 0.00 0.00 4.62 3.74 6.25

18/8/3 卵 5.35 15.28 60.62 0.00 27.50 61.89 8.13 0.83 1.05 3.09 4.21 80.56 22.38

稚仔 9.37 7.95 3.03 0.74 0.69 0.88 4.95 0.42 6.32 0.00 2.11 5.87 3.53

18/9/4 卵 0.00 1.46 44.24 9.67 3.91 3.09 1.34 5.12 0.88 0.00 43.47 45.26 13.20

稚仔 0.00 0.00 0.00 0.57 1.30 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.62 0.00 0.46

18/10/2 卵 0.00 0.46 2.52 0.00 1.60 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.38

稚仔 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.30 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.28

18/11/1 卵 1.30 1.87 0.54 0.00 0.00 8.91 0.00 1.98 0.00 0.00 0.00 0.00 1.22

稚仔 1.30 0.00 0.00 0.00 0.00 1.98 0.00 1.98 0.00 0.00 0.00 0.00 0.44

18/12/5 卵 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

稚仔 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

19/1/9 卵 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

稚仔 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

19/2/1 卵 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

稚仔 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

19/3/1 卵 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

稚仔 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

計 卵 6.66 261.81 357.37 248.76 64.73 258.81 14.55 9.74 4.77 10.23 105.98 196.12 128.294

稚仔 34.82 55.76 19.92 1.31 4.23 11.70 25.81 3.77 6.32 1.15 12.37 9.62 15.5652

表１ カタクチイワシの卵稚仔魚出現状況（個･尾/t）
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（卵）

５月 ６月 ７月

（稚仔）

５月 ６月 ７月

カタクチイワシの卵及び稚仔の分布状況（個・尾／ｔ）図5
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我が国周辺漁業資源調査

(3)シャコ資源動向調査

安藤 朗彦

では，小型底びき網が主幹漁業として操業され周防灘

ている。この周防灘福岡県海域の小型底びき網は，５月

から10月にかけて手繰り第２種漁業（えびこぎ網）を11

月から翌年４月までは手繰り第３種（けた網）を用いて

操業されている。主な漁獲物は，クルマエビ，ガザミ，

ヨシエビ及び小型エビ類等の甲殻類やコチ，カレイ，ウ

シノシタ類等の魚類である。近年は，クルマエビ，ガザ

ミ等の単価の高い対象種資源の減少につれて年間を通し

てシャコ資源への依存が高くなっている。このため漁業

者自らが，シャコの資源管理の重要性を認識し，漁獲体

長制限を取り決める等海域全体の活動を実践している。

そこで当海域におけるシャコ資源の状態を判定すること

で適正な漁業管理を実施するための資源管理方策の基礎

を確立する。

方 法

１．定線サンプリング調査

（ ） ，毎月１回小型底びき網漁船 豊築漁協宇島 を用船し

図１左に示す海域に設定した定線上を袋網22節（カバー

ネット）でサンプリングを行い入網した全てのシャコを

採取した。５月～10月は２種のえびこぎ網，11月～４月

は３種のけた網を使用した。曳網時間は，Line.１は10

分，その他は基本的に20分とした。採取したシャコは，

海域に設定した定線毎に雌雄別の体長体重を計測し，シ

体長70mmャコの漁獲組成を求めた。なお採取個体のうち

未満において生殖脚は無いが第３歩脚の間隔が雄のよう

整理した。に狭い個体が見られ雌雄不明として

採取したシャコ雌雄別各100尾を生かしたまま漁場か

ら持ち帰り体長・体重を計測後，頭部を切除した頭部を

個体毎サンプル瓶に分別しホルマリンで固定した。切り

とった頭部のサンプルは，各サンプルのプロファイルと

共に(独)瀬戸内海水産研究所に送付し 脳内加齢物質 リ， （

ポフスチン）の計量を行った。なお調査日の採取状況に

より，定線での採取で雌雄合計200尾のサンプルが採取

できない場合は，適宜定線以外の漁場においても採取を

行った。

２．幼生調査

図１右に示す毎月１回行われている浅海定線調査時 1（

2点）に丸特ネット鉛直引きで採取したサンプルを実体

顕微鏡で観察し，シャコの幼生（アリマ幼生）の個体数

を計測した。

結果及び考察

１．定線サンプリング調査

(1)採取したシャコの雌雄別個体数

表１と図２に調査日毎に全定線において採取したシャコ

の雌雄別個体数を示す。平成18年４月及び平成19年２月

は調査を実施していない。最も採取個体数が多かったの

は 平成18年９月12日の807個体で 最も少なかったのは， ，

悪天候の中調査を実施した平成19年３月15日の104個体で

あった。採取されたシャコの雌雄割合は一定ではなく，

季節によって変化していた。

図３に調査日別に定線上で採取した全てのシャコの雌

。 ，雄別体長組成を示した 採取したシャコの体長において

最大は195mm 最小は14.8mmであった 表１に示したよう， 。

に年間を通して調査時に採取したシャコの総数は3,919尾

で このうち現在行われている体長制限 体長100mm 以， （ ）

（ ）図１ 調査地点 左：調査定線 右：浅海定線調査点
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上の個体が占める割合は，15.9％であった。

５月～９月までは概ね２峰型の分布を示し，その後は

３～５峰の分布が見られた。５月から７月は２峰型で類

似した分布が見られ，その後８月は50mmにピークを持つ

分布が見られ，顕著な変化が見られた。この分布は９月

も継続するが，10月になると50mmをピークとする分布の

割が高くなっている。その後３月まで類似した分布が継

続している。

雌雄別に見ると，５月～８月は雌雄とも類似した組成

の分布が見られたが，その他の調査時は体長により雌雄

の割合は異なっていた ５・６月に体長100mm前後の分布。

において著しく雄の割合が高くなっていた。これは，既

往の知見からシャコの産卵活動との関連が伺われる。

体長70mm以下で雌雄不明の個体が見られたのは，８・

11・１月の調査時で，その他の調査時には見られなかっ

た。

(２)シャコの定線別（水深帯別）体調組成の変化

図４に例としてLine.２及びLine.４（定線）の体長組

成変化を示した。各調査時の採取個体数に違いはあるが

Line.２と４の体長組成は調査時毎に異なった分布を示し

ていた。

両Line毎に時系列に結果を見ると Line.２では ６月， ，

から９月の分布変化が著しく Line.４では11月から１月，

の分布が著しい。これは，シャコの成長による既往の知

見から成長による体長組成の変化ではなく移動によって

引き起こされていると推測される。

(３)シャコの脳内加齢物質（リポフスチン）の計量

５月に行った調査時のサンプルによる脳内加齢物質の

密度と体長の関係を図５に示した。現在のところ一部の

サン解析を処理している。結果については後日報告した

い。

幼生調査２．

図６に浅海定線調査時全点で鉛直曳きネットにより採

取したシャコの幼生（アリマ幼生）に個体数を示した。

シャコの幼生は７月から10月の調査時に見られた。７月

と９月は多く，８月及び10月は比較的少なかった。その

他の月の調査では，幼生は見られなかった。このことか

らシャコの再生産は比較的長い期間行われていると推測

された。

雌雄別採取個体数表１

調査日 合計

H18.5.24 140 (64%) 80 (36%) 0 (0%) 220
H18.6.20 94 (61%) 60 (39%) 0 (0%) 154
H18.7.19 362 (48%) 386 (52%) 0 (0%) 748
H18.8.22 169 (34%) 234 (48%) 89 (18%) 492
H18.9.12 333 (41%) 474 (59%) 0 (0%) 807
H18.10.18 46 (29%) 114 (71%) 0 (0%) 160
H18.11.28 111 (26%) 254 (60%) 58 (14%) 423
H18.12.21 152 (32%) 329 (68%) 0 (0%) 481
H19.1.17 89 (27%) 193 (58%) 48 (15%) 330
H19.3.15 38 (37%) 66 (63%) 0 (0%) 104
合計 3919

雄（♂） 雌（♀） 不明

雌雄別採取個体数図２

リポフスチンの密度と体長図５

アリマ幼生個体数／ｔ図６

（12調査点の合計値）
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定線上で採取した全てのシャコの雌雄別体長組成図３
（頻度はシャコの総採取尾数に占める割合を示す）
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Line.２ Line.４

ライン調査におけるシャコの定線別（水深帯別）体調組成の変化図４
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我が国周辺漁業資源調査

（４）沿岸資源動向調査事業カレイ類

吉岡 直樹

豊前海におけるカレイ類を漁獲対象とする主要漁業

は，小型底びき網漁業と刺網漁業である。小型底びき網

漁業は手繰第２種のえびこぎ網と手繰第３種のけた網を

使い分け，ほぼ周年操業を行う。一般的に春季～秋季は

２種のえびこぎ網を，秋季～冬季は３種のけた網を使用

し操業する。

当海域におけるカレイ類の漁獲量が最盛期を迎えるの

は，秋期から冬期である。豊前海に生息するカレイ類は

主に，イシガレイ，マコガレイ，メイタガレイの三種が

ほとんどである。これらのカレイ類は産卵のためこの時

期に接岸し産卵を行う。この産卵のために来遊してきた

魚群を，小型底びき網を中心に漁獲している。これらの

資源は，年々減少傾向にあり資源の適性利用を行うため

に資源動向調査を実施した。

方 法

農林統計および行橋市場における漁獲量ならびに小型

底びき網標本船の から資源動向を検討した。CPUE

結果及び考察

１．漁獲量の推定

標本船の操業日誌をもとに，豊前海におけるカレイ類

の漁獲量を推定した（図１ 。）

図１ カレイ類の漁獲量の推移

イシガレイの漁獲動向は，平成８年に ｔを下回り20

その後約 ｔの水準で推移し 年には ｔを上回っ60 15 100

たが，その後 年以降減少傾向となり 年は を下16 17 20t

11回る漁獲であった。マコガレイについては８年から

年に急激に減少しその後 年まで同じ水準で推移した13

が， 年には約 ｔまで減少し，その後は同水準で推14 40

9 13移している メイタガレイは 年以降減少傾向を示し。 ，

年には極めて少ない漁獲量であった。 年以降は僅か14

であるが増加傾向となり 年は約 の漁獲量となっH17 40t

た。豊前海カレイ類の資源の利用特性として冬期に産卵

回遊してくる親魚を主体として漁獲しており，また４月

～７月にかけてこれらら産卵群から発生した当歳魚が，

小型底びき網で混獲投棄されている事実がある。これら

の漁獲圧を低減するためには小底２種から３種への転換

時期の変更，小型魚を保護する漁具の開発が必要と考え

られる。

２．市場調査における漁獲物体長組成

市場における，イシガレイ，マコガレイおよびメイタ

ガレイの全長組成を示す（図２，３，４ 。イシガレイ）

の全長のモードは 付近にありほとんどの個体が240mm

１歳から２歳の若齢魚と思われる。本来最も多く漁獲さ

れると予想される全長 の個体は極めて少なく，300mm

イシガレイ資源の動向を把握するうえで今後は大型個体

の動向が重要となってくると考えられる。マコガレイに

ついての全長のモードは 付近にあり２歳魚が漁220mm

獲の対象となっていると考えられる。メイタガレイの全

長組成については，全長 と 付近にモード160mm 220mm

図２ イシガレイの市場における全長組成
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図３ マコガレイの市場における全長組成

図４ メイタガレイの市場における全長組成

があり，バラツキはあるが若齢魚から高齢魚までが比較

図５ カレイ類３種の の変化CPUE

的均一に漁獲されているものと考えられる。これは，イ

シガレイ，マコガレイと異なり，成長ととともに生育場

所を変えないため，若齢魚と高齢魚が同時期に漁獲され

るためと考えられる。

３．カレイ類のCPUEの動向

イシガレイの は 年以降減少傾向にある。CPUE H15

13 15 16マコガレイは 年から 年まで急激減少したが，

年に増加に転じた。メイタガレイについては 年以降13

緩やかな増加傾向にあり 年も緩やかな増加傾向が見17

られた。
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水 産 資 源 調 査

俵 積 田 貴 彦 ・ 中 川 浩 一 ・ 江 藤 拓 也 ・ 佐 藤 利 幸

豊前海におけるアサリを中心とした採貝漁業は豊前海

の基幹漁業であり，また誰もが手軽に着業できるなど着

業底辺の極めて広い重要な漁業種類である。しかし，ア

サリ漁獲量は昭和 年には トンであったが，近61 11,500

年は トン前後と低水準で推移しており，地先資源と100

して効率的な利用を図る必要がある。

そこで、本事業では、豊前海における主要 漁場（蓑3

島、沓尾、吉富）において資源量調査を実施することに

よってアサリ資源を把握するものである。

方 法

調査は図１に示す行橋市蓑島地先、沓尾地先及び築上

郡吉富町地先の 漁場において平成 年 月及び平成3 18 9

年 月に分布調査を行った。資料の採集は坪苅りで19 3

100 m 30行い、 間隔で格子状に設置した調査点において

40 cm 4× の範囲のアサリを砂ごと採取し、現場で目合

のふるいを用いて選別した。これを研究所に持ち帰mm

り、各定点ごとに個体数及び殻長を測定し、資源量、分

布密度及び殻長組成を算出した。

結果及び考察

３地先のアサリ分布図を図２，４，６に、殻長組成を

図３，５，７に示した。

１．蓑島地先

平成１８年９月時点では推定資源量74.0トン、平均密

度が54.2個/m であったが、翌年３月には推定資源量が22

5.2トン、平均密度が5.6個/m と減少した。また、殻長2

組成をみると、平成１８年９月では10 mm前後にピーク

が見られたが、翌年３月では21 mm前後にピークが見ら

れた。

２．沓尾干潟

平成１８年９月の調査では推定資源量が141.0トン、

調査位置図図１

平均密度が117.0個/m であったが、翌年３月の調査では2

推定資源量が67.9トン、平均密度が20.9個/m と減少し2

た。また、殻長組成をみると平成１８年９月では12 mm

前後でピークがみられ、翌年３月では29 mm前後でピー

クがみられた。

３．吉富干潟

平成１８年９月の調査では推定資源量が91.4トン、平

均密度が76.6個/m であったが、翌年３月の調査では推2

、 、定資源量が103.5トン 21.2個/m と推定資源量は増加し2

平均密度は減少した。また、殻長組成をみると、平成

18年９月では10～13mm前後でピークがみられ、翌年３月

では24 mm前後でピークがみられた。

豊前海におけるアサリ漁業は、豊前海の基幹漁業であ

ることやアサリを含めた二枚貝は資源変動が大きく、年

及び季節単位の資源動向の比較が必要であることから、

今後も資源量調査を実施する必要があると考える。

★

★
★

福岡県

山口県

豊前海
蓑島

沓尾

吉富
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蓑島干潟におけるアサリ分布密度図２

蓑島干潟におけるアサリ殻長組成図３

沓尾干潟におけるアサリ分布密度図４

沓尾干潟におけるアサリ分布密度図５

殻長4mm～40mm
資源量74.0トン
最高密度1050.0個/㎡
平均密度54.2個/㎡
分布域平均密度100.1個/㎡

個体 10000 個/㎡以上
5000 個/㎡以上
1000 個/㎡以上
100 個/㎡以上

1 個/㎡以上
0 個

蓑島

白
石

平成１８年９月

殻長4mm～40mm
資源量25.2トン
最高密度141.7個/㎡
平均密度5.6個/㎡
分布域平均密度25.5個/㎡

個体 10000 個/㎡以上
5000 個/㎡以上
1000 個/㎡以上
100 個/㎡以上

1 個/㎡以上
0 個

蓑島

白
石

平成１９年３月
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殻長4mm～40mm

資源量67.9トン

最高密度341.7個/㎡

平均密度20.9個/㎡

分布域平均密度65.7個/㎡

個体数17.75 ×10^6個

平均 10000 個/㎡以上

5000 個/㎡以上

沓尾 1000 個/㎡以上

100 個/㎡以上

1 個/㎡以上

0 個

平成１９年３月

殻長4mm～4 0mm

資源量141 .0トン

最高密度2108.3個/㎡

平均密度117.0個/㎡

分布域平均密度219.個/㎡

個体数85.4 2 ×10^6個

平均 1000 0 個/㎡以上

500 0 個/㎡以上

沓尾 100 0 個/㎡以上

10 0 個/㎡以上

1 個/㎡以上

0 個
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吉富干潟におけるアサリ分布密度図６ 吉富干潟におけるアサリ分布密度図７

殻長4mm～40mm

資源量91.4トン

最高密度1466.7個/㎡

平均密度76.6個/㎡

個体数112.6 ×10̂ 6個

5000 個/㎡以上

3000 個/㎡以上

1000 個/㎡以上

100 個/㎡以上

1 個/㎡以上

0 個

吉富漁港
山
国
川

佐
井
川

平成１８年９月

殻長4mm～40mm

資源量103.5トン

最高密度1241.7個/㎡

平均密度21.2個/㎡

個体数35.7 ×10^6個

5000 個/㎡以上

3000 個/㎡以上

1000 個/㎡以上

100 個/㎡以上
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0 個
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資源管理体制強化実施推進事業

－浅海定線調査－

佐藤 利幸・安藤 朗彦・俵積田 貴彦

本事業は周防灘西部海域の海況等の漁場環境を把握

し，環境保全及び水産資源の変動要因を解明するための

基礎資料を得ることを目的とし，当該調査を実施した。

水温，塩分及び透明度の測定結果は，毎月調査後直ち

に関係漁業協同組合，沿海市町等へＦＡＸ等で情報提供

するとともに，ホームページに掲載した。

方 法

調査定点図1

調査を毎月上旬に図1に示す12定点で行った。

観測層は表層(0ｍ) 5ｍ層 10ｍ層及び底層(底上1ｍ層)， ，

で，調査項目は以下のとおりである。

1．一般項目

水温，塩分，透明度，気温

2．特殊項目

溶存性無機態窒素（ＤＩＮ：ＮＨ -Ｎ，ＮＯ -Ｎ，4 2

， （ ）， （ ），ＮＯ -Ｎ) リン酸態リン ＰＯ -Ｐ 溶存酸素 ＤＯ3 4

ＣＯＤ，Ｃｈｌ-a

なお，気温以外の項目は，表層及び底層で定点全点を

平均し，標準化値を行った。標準化値とは，測定値と前

0 5 10 20
㎞

山口県

福岡県

大分県

１

２

３ ４
５

７６

８

９ 10

11
12

年度を含む過去30年間の平均値との差を標準偏差（中数

から離れている範囲）を基準としてみた値で，表現の目

安は以下のとおりとした。

＊標準化値の目安

平年並み ：標準化値＜0.6σ

やや高め・やや低め ：0.6σ≦標準化値＜1.3σ

かなり高め・かなり低め：1.3σ≦標準化値＜2.0σ

甚だ高め・甚だ低め ：2.0σ≦標準化値

結 果

各項目の経月変化と標準化値を図2～図9に示した。

1．一般項目

(1)水温

9.0～29.0℃の範囲で推移した。4月及び6月に表層：

やや低め 8月及び2月に やや高め 3月に かなり「 」， 「 」， 「

高め 11月に21.6℃を観測し 甚だ高め を示した そ」， 「 」 。

の他の月は「平年並み」であった。

9.0～26.2℃の範囲で推移した。18年度前半の6底層：

月及び7月に やや低め 8月に22.8℃を観測し かなり「 」， 「

低め を示した 一方 後半の2月に やや高め 3月に」 。 ， 「 」，

かなり高め 11月に21.5℃を観測し 甚だ高め を示「 」， 「 」

した。その他の月は「平年並み」であった。

(2）塩分

26.10～32.81の範囲で推移した 5月に やや高表層： 。 「

」 ， ， 「 」，め を示したが 6月 9月～12月及び2月に やや低め

7月，8月及び1月に「かなり低め」を示した。特に7月の

塩分は26.10を観測した その他の月は 平年並み であ。 「 」

った。

30.90～33.09の範囲で推移した。4月及び5月に底層：

「やや高め」を示したが，6月及び11月～2月に「やや低

め ，9月及び10月に「かなり低め」を示した。特に10月」

の塩分は30.90を観測した その他の月は 平年並み で。 「 」

あった。

(3)透明度

2.7～6.4ｍの範囲で推移した 4月及び3月に やや低。 「
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め 7月に かなり低め を示した 一方 9月に やや」， 「 」 。 ， 「

高め 10月に5.6ｍを観測し 甚だ高め を示した そ」， ，「 」 。

の他の月は「平年並み」であった。

水温の変化図2

塩分の変化図3

透明度の変化図4

0

5

10

15

20

25

30

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
月

℃

平均

H18年度

-3

-2

-1

0

1

2

3 標準化値

0

5

10

15

20

25

30

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
月

℃

平均

H18年度

-3

-2

-1

0

1

2

3 標準化値

26

28

30

32

34

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

月

平均

H18年度

-2

-1

0

1

2 標準化値

29

30

31

32

33

34

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

月

平均

H18年度

-2

-1

0

1

2 標準化値

0

2

4

6

8

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
月

ｍ

平均

H18年度

-2

-1

0

1

2

3 標準化値

表 層 底 層

表 層 底 層

- 244 -



ＤＩＮの変化図5

ＰＯ -Ｐの変化図6 4

溶存酸素(ＤＯ)の変化図7
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ＣＯＤの変化図8

Ｃｈｌ-aの変化図9
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2．特殊項目

(1)栄養塩

1)溶存性無機態窒素(ＤＩＮ）

0.93～2.75μmol/lの範囲で推移した。4月，12表層：

月及び1月に「やや低め」を示したが，6月に「かなり高

め」を示した。その他の月は「平年並み」であった。

0.94～4.58μmol/lの範囲で推移した。4月，5底層：

月，12月及び1月に「やや低め」を示したが，6月に「か

なり高め」を示した。その他の月は「平年並み」であっ

た。

2)リン酸態リン（ＰＯ －Ｐ）4

0.02～0.19μmol/lの範囲で推移した。5月～10表層：

月，12月及び1月に「やや低め」を示した。一方，4月に

「やや高め ，2月に「かなり高め」を示した。その他の」

月は「平年並み」であった。

0.02～0.19μmol/lの範囲で推移した。5月～7底層：

月，10月，12月及び1月に「やや低め」を示したが，2月

に「やや高め」を示した。その他の月は「平年並み」で

あった。

(2)酸素飽和度（ＤＯ）

96～110％の範囲で推移した。4月，8月及び3月表層：

「 」， 「 」 。に やや高め 12月及び2月に かなり高め を示した

その他の月は「平年並み」であった。

42～109％の範囲で推移した 4月 12月及び3月底層： 。 ，

に やや高め を示した 一方 7月に 甚だ低め 8月「 」 。 ， 「 」，

及び9月に かなり低め を示した 特に豊前海中南部沿「 」 。

表 層 底 層

表 層 底 層
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岸域で7月から9月にかけて貧酸素水塊が形成された。そ

の他の月は「平年並み」であった。

(3)ＣＯＤ

0.21～1.04mg/lの範囲で推移した。5月及び6月表層：

に 甚だ低め 7月～9月に やや低め 10月～3月に か「 」， 「 」， 「

」 。 ， 「 」 。なり低め を示した 一方 4月に やや高め を示した

0.23～1.03mg/lの範囲で推移した。5月，6月，底層：

10月，11月，2月及び3月に「甚だ低め ，9月及び12月に」

「かなり低め ，7月，8月及び1月に「やや低め」を示し」

た。その他の月は「平年並み」であった。

(4）Ｃｈｌ-a

1.16～12.24μg/ｌの範囲で推移した 5月 8月表層： 。 ，

及び2月に やや低め 6月 10月及び11月に かなり低「 」， ， 「

め」を示した。一方，7月に12.24μg/ｌを観測し「かな

」 。 「 」 。り高め を示した その他の月は 平年並み であった

。 ， ，底層：1.59～6.56μg/ｌの範囲で推移した 5月 6月

「 」， 「 」10月及び11月に かなり低め 9月及び2月に やや低め

。 ， 「 」を示した 一方 7月に6.56μg/ｌを観測し やや高め

を示した。その他の月は「平年並み」であった。

なお，6月26日から7月27月にかけて，豊前海沿岸域で

による赤潮が最大細胞数15,000cellsKarenia mikimotoi

/ml発生していた。
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漁場環境保全対策事業

吉岡 直樹・佐藤 利幸・江藤 拓也

福岡県豊前海における漁場環境の保全を図るため，水

質及び生物モニタリング調査を実施し，水質及び底生動

物を指標に監視を行う。

方 法

1.水質調査

調査は平成18年４月から19年３月の毎月1回，上旬に

図1に示す12定点で行った。

観測層は表層，2.5m，5m，10m，15m，20m，Ｂ-1m層で

ある。

調査項目は水温，塩分，透明度，DOである。

2.生物モニタリング調査

調査は平成1７年５月及び８月の年2回，図1に示した

図１ 調査海域

水質、生物モリタリン
水質のみ

5定点において行った。

海域環境として底層水温，泥温を現場で測定すると同

時に採泥を行い，冷蔵して持ち帰り，含泥率，全硫化物

及びILを測定した。

底生動物の採集はスミスマッキンタイア型採泥器(22

cm×22cm)を用いて行い １mm目のネットでふるいにかけ，

た残留物を10％ホルマリンで固定し，種の同定及び計測

。 ， 。を行った なお １定点あたりの採集回数は２回とした

結果及び考察

１．水質調査

調査点の表層と底層における平均値の推移をを図２～

５に示す。

(1)透明度

1.3～10.3mの範囲で推移した。最大値は９月，最小値

は７月であった。

(2) 水温

。 ，表層は8.2～29.8℃の範囲で推移した 最大値は８月

最小値2月であった。

。 ，底層は8.08～27.6℃の範囲で推移した 最大値は9月

最小値２月であった。

(3)塩分

。 ，表層は22.83～33.38の範囲で推移した 最大値は２月

最小値は７月であった。

。 ，底層は30.28～33.42の範囲で推移した 最大値は１月

最小値は７月であった。

(4)溶存酸素

表層は4.52～7.15mg/lの範囲で推移した。最大値は４

月，最小値は９月であった。

底層は0.24～7.19mg/lの範囲で推移した。最大値は４

月，最小値は９月であった。

2.生物モニタリング調査

(1)海域環境

１）水質及び底質

底層水温は ５月は13.21～16.28℃ ８月は19.64～， ，

25.64℃の範囲であった。

◎水質、生物モニタリング
●水質のみ

- 248 -



表 １ 底 質 分 析 結 果
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底層DOは，５月は4.93～6.03mg/l，８月は0.33～4.23

mg/lの範囲にあった。

含泥率，全硫化物及びILの結果を表1 に示した。

海域のほぼ全域で，泥分率が98％以上と高く，泥質で

ある。

全硫化物は，５月が0.42～0.72mg/乾泥ｇの範囲で，

８月は0.56～0.96mg/乾泥ｇと８月と比べ高い値を示し

た ILも５月が9.5～11.5％ ８月は10.2～12.6％で８月。 ，

については昨年同様高めであった。

St 5月 8月 5月 8月 5月 8月

3 99.5  99.6  0.42  0.56  10.1  12.6  
7 99.6  99.4  0.50  0.82  11.5  11.4  
8 98.8  99.1  0.52  0.96  9.5  10.5  

11 99.2  99.3  0.53  0.88  10.5  10.2  
13 99.3  99.4  0.72  0.80  11.2  12.4  

含泥率(%)
全硫化物

ＩＬ(%)
(mg/g乾泥)

(2)底生動物の出現状況

５月の調査結果では,昨年と比べて全定点においてベン

トスの個体数は減少しており沖合部においてその傾向は

顕著であった。今年の特徴として５月のベントス現存量

が極めて少なくStn.７の個体数は130個/㎡であった。８

月の調査でもベントス現存量は多毛類と甲殻類が出現し

たがその生息量極めて少ない状況であった。汚染指標種

であるシズクガイは全定点で出現した。チヨノハナガイ

はStn.11，Stn.13に出現したがその出現状況は極めて少

ない状況であった。シズクガイの出現状況も昨年に比べ

極めて少なく昨年の最高生息密度Stn.11の6,560個/㎡で

あったのに対し今年の発生は同じ定点で990個/㎡が最大

であった。多毛類の環境指標種であるヨツバネスピオA

， 。型 B型の両種の出現は８月の調査で出現が確認された

ヨツバネスピオA型の出現はStn.8，Stn.11，Stn.13で確

認された ヨツバネスピオB型についてはStn.11のみで確。

認された。
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1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上

多毛類 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda 10 30 10

ﾆｶｲﾁﾛﾘ科の一種 Glycinde sp. 20 10 10 10

ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ CⅠ型 Paraprionospio sp. Type CⅠ 10

ｽﾋﾟｵ科の一種 Scolelepis sp. 10

ｲﾄｺﾞｶｲ科の一種 Capitellidae 10 20

ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra phuketensis 40 50 40 50

ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda 20 50

ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia 10

ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ科の一種 Nephtyidae 20 10

ﾁﾛﾘ科の一種 Glycera sp. 10

ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ B型 Paraprionospio sp. Type B 10 10

ｴｰﾚﾙｼｽﾋﾟｵ Prionospio ehlersi 10

ｽﾋﾟｵ科の一種 Prionospio sp. 20 70

ｳﾐｹﾑｼ科の一種 Amphinomidae 10

ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科の一種 Eumida sp. 10

ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科の一種 Hesionidae 40 40

ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科の一種 Lumbrineridae 120 10 20

ｽﾋﾟｵ科の一種 Prionospio sp. 10 50

ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科の一種 Sigalion sp. 10 10

ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科の一種 Sigalionidae 30

ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys oligobranchia 140 60

ｲﾄｺﾞｶｲ科の一種 Capitellidae 10

ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科の一種 Tharyx sp.

甲殻類 ﾎｿﾅｷﾞｻｸｰﾏ Iphinoe sagamiensis 10 10 30 20 240

ﾏｲﾏｲｴﾋﾞ Atypopenaeus stenodactylus 10

ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ Leptochela pugnax 10

ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ Ampelisca brevicornis 10 10 20

軟体類 ﾖｺﾔﾏｷｾﾜﾀｶﾞｲ Yokoyamaia ornatissima 70 80 20 70 60

ｼｽﾞｸｶﾞｲ Theora fragilis 60 70 930 430 400

ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philine argentata 10

ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ科の一種 Ringiculidae 30

ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ Veremolpa micra 10

ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ Raetellops pulchellus 20 10

ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科の一Montacutidae 10

その他 紐形動物門の一種 NEMERTINEA 30 40 20 90

ﾔﾅｷﾞｳﾐｴﾗ科の一種 Virgulariidae 10

ｱｶｳｵ Ctenotrypauchen microcephalus 10

表2-1　底生生物調査結果（5月期個体数,個体数/㎡)

Stn.13Stn.11Stn.8Stn.7Stn.3
種　　　　　名分類

1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上

多毛類 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda 10

ﾆｶｲﾁﾛﾘ科の一種 Glycinde sp. 10 40 10

ｵｵｼﾏｳﾛｺﾑｼ Lepidasthenia ohshimai 10

ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科の一種 Hesionidae 10 10

ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra phuketensis 40 30 90 30

ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda 20

ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys oligobranchia 40 50

ﾁﾛﾘ科の一種 Glycera sp. 20

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma longifolia 10 70 50 10

ｽﾋﾟｵ科の一種 Prionospio sp. 10

ｲﾄｺﾞｶｲ科の一種 Notomastus sp. 10

ｲﾄｺﾞｶｲ科の一種 Capitellidae 30

ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ A型 Paraprionospio sp. Type A 140 990 10

ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ B型 Paraprionospio sp. Type B 20

ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科の一種 Chaetopteridae 20

ｲﾄｺﾞｶｲ科の一種 Notomastus sp. 10

ｲﾄｺﾞｶｲ科の一種 Capitellidae 10

甲殻類 ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ Ampelisca brevicornis 10 30

ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科の一種 Synchelidium sp. 20

ﾎｿﾅｷﾞｻｸｰﾏ Iphinoe sagamiensis 10 10

ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ Leptochela pugnax 10

棘皮類 ｲｶﾘﾅﾏｺ科の一種 Synaptidae 10

軟体類 ﾖｺﾔﾏｷｾﾜﾀｶﾞｲ Yokoyamaia ornatissima 80 10

ｼｽﾞｸｶﾞｲ Theora fragilis 20 310

ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科の一種 Veneridae 10

ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ Raetellops pulchellus 170

その他 紐形動物門の一種 NEMERTINEA 10 70 10 60

表2-2　底生生物調査結果（8月期個体数,個体数/㎡)

Stn.13Stn.11Stn.8Stn.7Stn.3
種　　　　　名分類
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測点

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1g以上

1g未満 20 0.2 250 4.5 250 3.0 1150 9.3 150 0.5

1g以上 10 30.0

1g未満 30 + 20 0.1 40 +

1g以上

1g未満

1g以上

1g未満 100 0.3 180 1.1 320 3.0

1g以上

1g未満 20 + 70 0.1 10 + 60 +

1g以上 10 30.0

1g未満 70 0.2 440 5.0 260 3.0 1330 10.4 570 3.5

表3-2　底生生物調査結果（8月期湿重量、g/㎡）

甲殻類

棘皮類

軟体類

Stn.13

多毛類

分　類　群
Stn.3 Stn.7 Stn.8 Stn.11

合　計

その他

測点

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1g以上

1g未満 60 0.8 180 0.8 290 5.7 370 6.1 240 1.8

1g以上

1g未満 30 0.9 20 0.1 40 0.1 40 0.2 240 0.2

1g以上

1g未満

1g以上

1g未満 130 1.3 150 1.4 960 7.4 560 5.6 480 5.9

1g以上

1g未満 40 6.8 40 0.1 20 0.2 90 0.4 60 1.7

1g以上

1g未満 260 9.8 390 2.4 1310 13.4 1060 12.3 1020 9.6

軟体類

その他

合　計

Stn.11

多毛類

甲殻類

分類群

棘皮類

表3-1　底生生物調査結果（5月期湿重量、g/㎡）

Stn.13Stn.3 Stn.7 Stn.8
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貝毒成分・有害プランクトン等モニタリング事業

俵積田 貴彦・江藤 拓也・中川 浩一

１．貝毒成分等モニタリング事業

福岡県豊前海における貝類の毒化原因プランクトンの

出現動向を把握し，毒化を監視することにより，本県産

貝類の食品安全性を確保することを目的として実施し

た。

方 法

(1)毒化原因ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの出現状況調査

平成18年4月～19年3月までの期間，図1に示す2定点

(Stn.1,12）において，毎月1回定期的に，麻痺性貝毒の

原因種である 属及び 属，またGymnodinium Alexandrium

下痢性貝毒の原因種である 属を対象として，Dinophysis

海水1 を濃縮して，その全量を検鏡する方法を用いて計l

数した。また，この調査により原因種が確認されたとき

は，対象海域をさらに拡大して臨時調査を行った。

(2)毒化状況調査

平成18年4～7,11～12月,19年1～2月の計8回 アサリと，

カキを対象として，貝可食部における麻痺性及び下痢

性毒の検査を，図1に示す2定点(Stn.1,12）で行った。

なお，これらの検査は，(財)日本冷凍食品検査協会福

岡営業所に委託して行った。

結果及び考察

（表1)(1)毒化原因ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの出現状況

1)麻痺性貝毒原因種

Alexandriu-定期調査の結果，麻痺性貝毒原因種である

m tamarense Alexandrium catenella Gymnodinium caten-, 及び

は年間を通じて確認されなかった。atum

しかし, は平成16年に確認されてAlexandrium tamarense

いることから,今後も出現する可能性が高いので,これか

らも十分な監視が必要である。

(2)下痢性貝毒原因種

下痢性貝毒の原因種 は年間を通じて確認されD. fortii

なかった。 は平成18年4月～7,12月及び平D. acuminata

図1 調査点

成19年1月に出現が認められた。出現細胞数は平成18年4

l月及び平成19年1月が最も多く,表層及び5m層で8cells/

であった。

(表2)2)毒化状況

本年度は，麻痺性及び下痢性ともに貝類の毒化は見

られなかった。

宇 部 市
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表1 貝毒原因種出現状況

麻痺性毒力 下痢性毒力

(MU/g) (MU/g)

殻長平均 28.4 mm 平成18年 平成18年 ND ND

殻高平均 19.1 mm 4月21日 4月21日～5月2日

重量平均 4.8 g

殻長平均 29.5 mm 5月16日 5月18日～22日 ND

殻高平均 21.2 mm

重量平均 5.8 g

殻長平均 29.5 mm 6月15日 6月16日 ND

殻高平均 20.5 mm

重量平均 5.5 g

殻長平均 29.2 mm 7月11日 7月11日～13日 ND

殻高平均 20.1 mm

重量平均 5.9 g

殻高平均 100.0 mm 11月6日 11月13日～15日 ND ND

重量平均 57.0 g

殻高平均 99.0 mm 12月6日 12月14日～15日 ND

重量平均 66.0 g

殻高平均 108.0 mm 平成19年 平成19年 ND

重量平均 104.0 g 1月10日 1月11日～12日

殻高平均 125.5 mm 2月6日 2月7日～9日 ND

重量平均 97.6 g

ND:検出限界値以下

アサリ
（吉富町）

アサリ

（吉富町）

貝の種類
（生産地）

カキ

（北九州市）

カキ
（北九州市）

カキ
（北九州市）

カキ
（北九州市）

採取月日 検査月日

アサリ

（吉富町）

アサリ
（吉富町）

表2 貝毒検査結果

表3 赤潮発生状況

             麻痺性原因種 　　　　下痢性原因種

調査月日 調査点 観測層 A.tamarense A.catenella G.catenatum D.fortii D.acuminata 水温 塩分

(cells/l) (cells/l) (cells/l) (cells/l) (cells/l) (℃）

平成18年
4月25日 Stn.1 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 4 13.7 32.05

5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 8 13.6 32.18

5月16日 　　〃 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐       - 4 17.5 32.12
5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 2 17.5 32.39

6月19日 　　〃 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 2 23.9 31.10
5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 21.5 31.88

7月18日 　　〃 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 27.3 28.40
5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 2 26.9 29.08

8月24日 　　〃 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 30.1 29.42
5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 29.3 30.12

9月11日 　　〃 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 26.2 29.43
5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 26.5 29.83

10月16日 　　〃 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 22.6 31.00
5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 22.5 31.03

11月14日 Stn.12 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 17.7 31.88
5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 17.6 31.63

12月12日 　　〃 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 4 12.9 32.13
5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 2 13.1 32.06

平成19年

1月16日 　　〃 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 8 9.2 32.36
5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 6 8.9 32.25

2月22日 　　〃 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 10.4 33.04
5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 10.0 32.72

3月19日 　　〃 表層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 10.4 33.18
5m層 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 　　　‐ 10.0 33.06

‐:出現なし
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最高細胞密度

(cells/ml)

1 H18.6.6～6.25 福岡県周防灘各漁港内 Heterosigma akashiwo 41,500 なし
           

2 H18.6.26～7.26 福岡県周防灘各漁港内 Karenia mikimotoi 15,000 あり

3 H18.7.27～8.2 周防灘北部沿岸域 Skeletonema costatum 50,000 なし
Nitzchia pungens

漁業被害No. 発生時期 発生海域 構成プランクトン

２．有害プランクトン等モニタリング事業

赤潮に関する調査を実施するとともに,赤潮に関する情

報の収集,交換を行うことにより 沿岸域における漁場の，

保全及び漁業被害の防止・軽減を目的として実施した。

方 法

調査は平成18年4月から19年3月まで月1回，図1に示し

， ， ， 。た6定点で 海象 水質 プランクトン調査を実施した

赤潮の発生状況は，本事業での調査の他，他事業での海

洋観測や漁業者からの通報による情報も加味して整理し

た。

結果及び考察

(1)毒化原因プランクトンの出現状況

1)赤潮発生状況

赤潮の発生状況を表3に示した。発生件数は3件で，前

年の4件から1件減少した。赤潮の形成期間は最大で31日

であった。

本年度は，赤潮による漁業被害が確認された。当海域

においては，魚介類に有害なプランクトンが複数種出現

し，それが増殖・赤潮化することによってしばしば漁業

被害が発生している。このうち漁船活魚槽や蓄養中の魚

介類のへい死については，操業場所の移動や，氷締めに

よる鮮魚出荷への転換等により，被害の軽減が可能であ

る。この観点から，特に有害赤潮の発生については，早

期の赤潮発生状況の把握及び漁業者への情報提供が重要

であり，今後とも原因種に対するモニタリング体制を強

化する必要があると考える。

2)水質環境

調査日別の水質測定結果を表4に示した。

水温については,表層は平均7.7～30.1℃，底層は平均

7.7～28.3℃の範囲で推移した。

塩分については,表層は平均28.40～33.54 底層は平均，

29.42～33.55の範囲で推移した。

酸素飽和度については,表層は平均90.0～121％，底層

は平均43～107％の範囲で推移した。

ＤＩＮについては,表層は平均0.60～7.88μg-at/ ，l

底層は平均0.68～11.42μg-at/ で推移した。l

ＤＩＰについては,表層は平均0.00～0.51μg-at/ ，l

底層は平均0.00～0.53μg-at/ で推移した。l

クロロフィルａについては,表層は平均0.27～33.35μ

g/ ，底層は平均0.32～64.33μg/ の範囲で推移した。l l

3)プランクトン

調査期間中において出現した主なプランクトンは,珪藻

Skeletonema costatum Guinarudia flacida Thalassi-類では ， ，

osira Coscinodiscus Chaetoceros Nizschiaspp.， spp.， spp.,

pungans, Rhizo-solenia Ceratiumspp.，渦鞭毛藻類では，

fusus, Noctiluca scintillans, Ceratium f urca Protoparidiniu-,

spp 黄色渦鞭毛藻類では spp.，繊毛虫類でm ., Dictyocha

は, spp., 幼生類では であTintinnopsis Copepada nauplius

った。
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表4 水質測定結果
      水温        塩分     酸素飽和度      ＤＩＮ      ＰＯ4-Ｐ     ｸﾛﾛﾌｨﾙa

調査月日 地点       (℃）         （％）        (μg-at/l）        (μg-at/l）        (μg/l）

表層 底層 表層 底層 表層 底層 表層 底層 表層 底層 表層 底層
平成  18年 1 13.7 13.5 32.05 32.24 103.0 101.0 3.2 2.8 0.1 0.0 1.5 1.7
　　4月25日 3 12.4 11.5 32.96 33.23 108.0 105.0 0.7 1.1 0.0 0.1 1.8 2.3

10 13.3 13.3 32.30 32.33 100.0 99.0 0.8 1.1 0.1 0.0 3.6 2.8
11 13.0 12.8 32.36 32.45 101.0 105.0 0.9 0.9 0.1 0.1 5.6 3.2
12 12.9 12.8 32.58 32.62 107.0 106.0 0.8 1.1 0.0 0.0 2.7 5.4
13 13.0 13.0 32.65 32.69 100.0 100.0 1.1 0.7 0.1 0.0 2.8 2.8

平均 13.1 12.8 32.48 32.59 103 103 1.24 1.28 0.06 0.04 3.01 3.02
5月16日 1 17.5 17.4 32.12 32.52 100.0 93.0 1.5 2.2 0.0 0.1 3.4 3.2

3 16.0 13.0 32.46 33.13 103.0 91.0 1.3 1.5 0.0 0.1 5.1 4.1
10 17.1 16.7 32.33 32.57 104.0 96.0 1.5 1.4 0.0 0.0 2.9 2.5
11 17.1 16.9 32.17 32.45 96.0 93.0 2.1 1.7 0.1 0.1 2.6 3.1
12 16.9 16.9 32.43 32.48 98.0 97.0 1.9 1.8 0.0 0.1 3.2 5.1
13 16.8 16.8 32.28 32.39 100.0 93.0 4.5 1.6 0.4 0.1 5.3 5.8

平均 16.9 16.3 32.30 32.59 100 94 2.12 1.70 0.09 0.06 3.76 3.96
6月19日 1 23.9 21.3 31.10 31.92 111.0 62.0 1.2 1.6 0.1 0.0 4.0 4.0

3 21.4 16.7 32.18 32.83 99.0 74.0 1.2 1.5 0.0 0.1 5.1 2.2
10 24.6 21.5 31.39 31.90 108.0 70.0 0.6 0.8 0.0 0.1 2.7 3.4
11 24.4 21.4 30.88 31.79 115.0 74.0 0.6 0.9 0.1 0.1 5.5 2.6
12 23.5 22.0 31.27 31.72 100.0 100.0 1.0 1.0 0.1 0.1 1.1 3.8
13 22.0 21.4 31.76 31.83 104.0 88.0 0.7 1.4 0.1 0.1 1.5 1.3

平均 23.3 20.7 31.43 32.00 106 78 0.89 1.19 0.05 0.08 3.31 2.87
7月18日 1 27.3 26.1 28.40 29.42 109.0 68.0 1.3 2.1 0.0 0.0 3.2 3.3

3 26.1 18.1 28.87 32.77 121.0 86.0 1.7 2.1 0.1 0.0 33.4 64.3
10 27.1 22.8 28.65 30.10 103.0 54.0 5.4 1.2 0.0 0.0 3.6 2.3
11 25.1 23.9 28.72 29.48 102.0 88.0 1.3 1.4 0.0 0.1 2.1 2.3
12 25.7 24.3 28.63 29.44 105.0 69.0 1.9 3.2 0.1 0.1 7.5 27.1
13 25.3 23.2 29.18 30.52 109.0 60.0 1.2 1.6 0.1 0.0 22.4 36.3

平均 26.1 23.1 28.74 30.29 108 71 2.13 1.93 0.04 0.03 12.02 22.61
8月24日 1 30.1 27.8 29.42 30.58 110.0 43.0 3.7 4.5 0.0 0.0 1.5 1.2

3 27.9 22.6 30.81 32.05 98.0 56.0 3.3 11.4 0.0 0.2 4.4 0.7
10 29.4 27.1 30.21 30.68 103.0 61.0 4.2 2.0 0.0 0.1 1.2 2.2
11 30.0 27.7 29.29 30.62 108.0 63.0 3.2 4.7 0.0 0.1 1.1 1.1
12 29.0 28.3 30.15 30.43 103.0 85.0 4.2 4.4 0.0 0.1 0.9 0.8
13 29.8 27.5 30.49 30.65 100.0 75.0 2.4 3.6 0.0 0.1 0.3 0.3

平均 29.4 26.8 30.06 30.84 104 64 3.51 5.11 0.01 0.11 1.56 1.06
9月11日 1 26.2 26.8 29.43 30.17 103.0 81.0 6.7 6.8 0.1 0.2 1.4 2.0

3 26.1 24.0 30.47 31.93 101.0 58.0 2.4 6.8 0.1 0.5 0.5 1.3
10 26.6 26.5 30.82 30.79 93.0 84.0 6.0 6.4 0.2 0.2 3.3 3.4
11 26.3 26.3 30.66 30.66 100.0 85.0 4.5 5.3 0.3 0.3 3.3 2.9
12 26.3 26.3 30.53 30.67 92.0 83.0 5.2 5.1 0.3 0.3 3.1 1.9
13 26.1 26.0 30.96 30.95 90.0 83.0 7.9 8.2 0.4 0.5 2.5 2.3

平均 26.3 26.0 30.48 30.86 97 79 5.44 6.42 0.21 0.33 2.36 2.30
10月16日 1 22.6 22.5 31.00 31.04 98.0 94.0 1.4 3.2 0.0 0.0 1.5 2.0

3 22.9 22.9 31.85 31.84 98.0 96.0 2.8 2.7 0.2 0.2 1.8 2.0
10 22.8 22.4 31.19 31.26 96.0 96.0 0.9 1.8 0.0 0.1 1.5 2.2
11 22.8 22.6 31.24 31.40 100.0 102.0 1.1 1.5 0.0 0.0 1.4 1.4
12 22.6 22.5 31.37 31.37 97.0 97.0 1.6 1.5 0.2 0.1 1.6 1.9
13 22.6 22.6 31.48 31.49 110.0 102.0 1.1 1.5 0.1 0.1 2.9 2.4

平均 22.7 22.6 31.36 31.40 100 98 1.46 2.01 0.09 0.09 1.77 1.98
11月14日 1 18.3 18.4 31.88 31.95 98.0 96.0 2.0 1.4 0.1 0.1 3.0 2.9

3 19.6 19.5 32.17 32.18 97.0 94.0 1.6 1.6 0.2 0.2 1.5 2.0
10 18.1 18.0 31.79 31.80 98.0 98.0 1.3 0.9 0.1 0.1 1.6 1.5
11 17.7 17.7 31.60 31.72 100.0 97.0 1.2 1.1 0.0 0.1 4.4 4.3
12 17.7 17.7 31.88 31.88 100.0 96.0 0.8 1.5 0.0 0.1 6.3 6.2
13 18.8 19.0 32.68 32.86 98.0 95.0 5.3 6.3 0.1 0.2 4.6 3.6

平均 18.4 18.4 32.00 32.07 99 96 2.03 2.14 0.08 0.11 3.54 3.39
12月12日 1 12.2 12.8 31.09 31.70 97.0 96.0 2.3 2.4 0.1 0.1 0.9 2.3

3 14.9 14.9 32.15 32.15 100.0 96.0 1.6 1.6 0.4 0.3 3.2 2.7
10 12.9 12.9 32.07 32.06 103.0 102.0 1.8 1.6 0.1 0.2 3.9 3.6
11 13.1 13.1 32.07 32.07 100.0 98.0 2.7 3.8 0.2 0.1 3.4 3.1
12 12.9 13.1 32.13 32.24 100.0 100.0 4.4 3.3 0.1 0.1 1.9 2.8
13 13.7 13.6 32.44 32.43 99.0 99.0 4.3 5.0 0.2 0.2 2.7 3.2

平均 13.3 13.4 31.99 32.11 100 99 2.84 2.95 0.18 0.17 2.65 2.94
平成  19年 1 8.6 9.6 31.98 32.35 103.0 101.0 3.5 3.0 0.1 0.1 0.9 2.2

1月16日 3 10.3 9.7 32.37 32.63 103.0 102.0 2.1 3.6 0.1 0.1 5.1 3.5
10 7.7 7.7 31.79 31.87 104.0 103.0 2.3 3.3 0.1 0.1 2.4 2.2
11 8.8 9.0 32.20 32.27 103.0 102.0 3.5 3.5 0.1 0.1 5.1 5.3
12 9.2 9.2 32.36 32.38 105.0 103.0 3.9 4.2 0.1 0.0 4.4 2.3
13 9.4 10.1 32.86 33.22 108.0 107.0 2.2 2.9 0.1 0.1 3.4 1.4

平均 9.0 9.2 32.26 32.45 104 103 2.92 3.41 0.09 0.11 3.55 2.82
2月22日 1 9.8 9.5 31.67 32.28 106.0 104.0 3.2 0.9 0.1 0.0 0.8 1.1

3 9.9 9.6 32.59 32.59 107.0 104.0 1.3 3.5 0.0 0.1 1.1 3.1
10 10.0 9.3 31.98 32.41 100.0 100.0 3.0 1.8 0.5 0.2 0.8 2.1
11 10.0 9.9 32.62 32.77 102.0 101.0 4.2 3.5 0.0 0.1 1.5 4.2
12 10.4 10.4 33.04 33.08 103.0 103.0 2.8 2.5 0.1 0.0 4.0 5.6
13 11.5 11.2 33.43 33.51 104.0 104.0 2.2 1.3 0.0 0.1 5.4 5.6

平均 10.3 10.0 32.56 32.77 104 103 2.77 2.25 0.11 0.08 2.24 3.63
3月19日 1 9.6 9.6 32.27 32.31 100.0 97.0 2.2 2.6 0.1 0.2 1.4 1.4

3 10.4 10.4 32.87 33.12 102.0 98.0 2.1 0.7 0.2 0.3 1.2 3.6
10 9.8 9.8 32.57 32.57 102.0 97.0 3.4 2.6 0.2 0.3 1.1 1.0
11 9.8 10.1 32.52 33.06 101.0 98.0 1.4 1.9 0.2 0.2 3.4 5.0
12 10.4 10.4 33.18 33.27 102.0 100.0 1.9 1.8 0.1 0.2 4.8 4.8
13 10.7 10.7 33.54 33.55 104.0 95.0 1.1 2.6 0.2 0.2 4.9 5.2

平均 10.1 10.2 32.83 32.98 102 98 2.01 2.04 0.17 0.20 2.81 3.49
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広域発生赤潮共同予知調査

－周防灘広域共同調査－

江藤 拓也・俵積田 貴彦

周防灘西部海域は，広大な干潟域が発達し，沖合域は

緩やかな勾配の海底地形となっている。主に小型底曳き

網漁業や採貝漁業等が営まれているが，その中でも，ア

サリ等貝類を対象とした採貝漁業の比率が高い。一方，

当海域ではKarenia(Gymnodinium) mikimotoiやHeteroca

psa circularisquamaなどの赤潮の発生により漁業被害を

起こしており，赤潮発生過程及び初期発生域の特定が急

務である。

そこで関係三県（山口県，福岡県，大分県）が共同で

調査を行い，これら貝類に影響を与える有害種の初期発

生から増殖，消滅に至るまでの全容を把握することを目

的とする。

方 法

１ 調査水域：周防灘西部海域 図1に示す17点 ● う（ （ ）

ち代表点３点（★）)

２ 調査期間：平成18年７月から９月にかけて，２週に

１回（小潮時）行った。なお，赤潮発生時には臨時調

査を行った。

Heterocapsa cir３ 調査項目：調査対象プランクトン(

cularisquama H. circularisquama Karenia(Gymno以下 )，

dinium) mikimotoi K. mikimotoi Chattonell（以下 （），

（以下 spp.）の調査a antique + marina Chattonella

は 各定点の上層 0.5m 5m層 底層 底上1m から海， （ ）， ， （ ）

水を採取し，生試料の1mlを3回計数して出現密度を算出

した また 環境調査として水温･塩分 溶存酸素量 底。 ， ， （

層 ，透明度等を測定した。さらに，代表点（St.３，S）

， ） ， ， ，t.６ St.13 では 各採水層におけるＤＩＮ ＤＩＰ

全珪藻細胞数を測定･計数した。

結 果

１ プランクトンの出現と水質環境の推移

（１）対象プランクトン

Karenia Gymnodinium mikimotoi・ ( )

６月上旬には周防灘南西部域に出現し，６月中旬にほぼ

全域に出現していた。７月上旬にSt.６（福岡県苅田町

図１ 周防灘西部調査点（★は代表点を示す）

沖 付近と大分県豊後高田市沖 St.13の南側 で赤潮を） （ ）

小規模に形成し，最高細胞密度がそれぞれ1，650cells/

mlと2，940cells/mlであった。７月中旬に両海域の赤潮

範囲が拡大し，福岡県沿岸の最高細胞密度は15,000cell

s/mlに達し またSt.17 13 14 大分県沿岸域 にかけ， ， ， （ ）

， （ ） 。て最高細胞密度は75 400cells/ml 高田港 に達した

この時，山口県海域でも埴生漁港などの狭い範囲で赤潮

を形成していた。その後８月上旬には減少し，山口県海

域において低細胞密度で出現しただけであった。８月中

旬以降は出現が確認されなかった（図２ 。）

Heterocapsa circularisquama・

出現が確認されなかった。

Chattonella antique marina・ +

出現が確認されなかった。

Chattonella ovata・

出現が確認されなかった。

（２）水質環境

・水温

５ｍ層の水平分布を図３に平均の推移を図６に示し

た。７月中旬から９月下旬までの水温の範囲は，17.9～

29.3℃であり，最高水温を記録したのが大分県海域は８

月上・中旬で その他2県海域では８月中旬であった ７， 。

月上旬のSt.７ ９ 16 周防灘沖合 が 他海域より高， ， （ ） ，

い23℃以上の水温であった。
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図 ２ の 出 現 状 況Ka r e n i a ( G y m n o d i n i u m ) m i k i m o t o i

図 ３ 水 温 の 水 平 分 布 （ ５ ｍ 層 ）
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図 ４ 塩 分 の 水 平 分 布 （ ５ ｍ 層 ）

図 ５ 酸 素 飽 和 度 の 推 移 （ 底 層 ）

・塩分

５ｍ層の水平分布を図４に平均の推移を図７に示し

た。27.59～32.50の範囲で推移した。７月上旬から中旬

にかけて低下し，その後やや上昇した。７月上旬のSt.
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， （ ） ， 。７ ９ 福岡県沖合 が 他海域より低い塩分であった

・溶存酸素（飽和度％）

底層の水平分布を図５に平均の推移を図８に示した。

山口県及び福岡県海域では７月上旬に急激に低下し，７

月中旬にやや上昇したが，８月上旬に再び低下した。特

にSt.11 12 福岡県豊前市地先 では低下した両期間と， （ ）

も25％以下の顕著な貧酸素水塊が形成され，貧酸素水塊

形成が２回みられた。

・鉛直安定度（成層の発達度）

鉛直安定度＊は以下のように求めた。

鉛直安定度＝上層と下層の海水密度差÷水深差×103

各海域の平均の推移を図９に示した。

各海域とも７月上旬に急激に成層が強く発達（鉛直安

） 。 ，定度が増加 した ７月中旬には一度成層が崩壊したが

８月上旬に福岡県海域では再び成層が発達した。８月中

旬には福岡県海域の成層も崩壊し全海域とも成層が見ら

れなかった。福岡県海域の成層は，８月上旬よりも７月

上旬のほうが強かった。

＊Sverdrup，H.U.，M.W.Johnson &R.H.Fleming(1942).T

he oceans.Prentice-Hall， Inc.，Englewood Cliffs，

N.J.

２ 代表点における栄養塩濃度と珪藻数の推移

（ＤＩＮ，ＤＩＰ；表層，５ｍ層，底層の（１）栄養塩

平均）

， （ ） （ ）ＤＩＮは 山口県沿岸 St.３ と福岡県沿岸 St.６

で7月上旬に急激に増加し，５μmol/Lを超えた。大分県

沿岸（St.13）では調査期間を通して２μmol/L以下と低

かった（図10 。）

ＤＩＰは，福岡県沿岸の８月中旬に増加し0.3μmol/Lを

超えたが，山口県沿岸と大分県沿岸では調査期間を通し

て0.2μmol/L以下と低かった 図11 ７月上旬に山口県（ ）。

と福岡県沿岸でＤＩＮはかなり急激に増加したが，ＤＩ

Ｐの増加は微量であった。

（表層，５ｍ層，底層の平均）（２）全珪藻類細胞数

山口県沿岸では，初回調査の６月中旬に2,000cells/m

l以下であったが，その後増殖し6,000cells/ml以上で推

移した 一方 福岡県･大分県沿岸では 調査期間を通じ。 ， ，

， ，て低密度で推移し 福岡県沿岸では平均50cells/ml程度

大分県沿岸では平均230cells/ml程度の密度であった 図（

12 。）

山口県沿岸の全珪藻細胞数とクロロフィル量の推移

は，概ね正の相関を示した。大分県沿岸のクロロフィル

K.量が７月中旬に急激に増加したことは，調査点付近で

赤潮が形成されていたことによるものと思われmikimotoi

る。

３ 今年度の赤潮発生についての考察

今年度の による赤潮は，７月上旬に福岡県K.mikimotoi

沿岸域と大分県豊後高田市沖で形成された後に7月中旬に

周防灘全体で大規模なものが形成された（昨年度も同時

期，同海域で赤潮が形成されたが，大規模な赤潮形成に

は至らなかった 。）

１）今年度は６月下旬に降水量が401mmと急激に増加し

（図13 ，その後赤潮が最初に形成された7月上旬に沖合）

域で高水温・低塩分の水塊が形成された。また，この時

に福岡県豊前市地先では酸素飽和度が25％以下の貧酸素

水塊が形成され，ＤＩＮ濃度が急激に増加していた。こ

れは降雨による陸上からの負荷だけでなく，沖合域で水

塊が形成されたことにより海水の動きが停滞し，沿岸域

での成層が強く発達して貧酸素水塊が形成されたことに

よる底層からの栄養塩補給もあったと推測される。これ

ら貧酸素水塊形成は，神薗 によって報告された周防灘２）

南西部海域における貧酸素水塊形成機構（夏季の積算降

水量と貧酸素形成）に合致している。

これら増加した栄養塩を利用でき，また７月上旬から

下旬までは日照時間も少なかったことが（図13）低照度

でも増殖可能な にとって好条件であった。K.mikimotoi

， （ ）その後 ７月10日前後の東南東の強風 最大風速６m/s

により成層が崩壊し の分布域が拡がったこ，K.mikimotoi

とにより，大規模な赤潮が形成されたと推測される。小

G.miki泉ら によって報告された西部瀬戸内海における３）

（現； ）の増殖域の環境特性と遊泳細motoi K.mikimotoi

胞の分布拡大機構と合致している。

赤潮が消滅した８月上旬に再び福岡県豊K.mikimotoi

前市地先で酸素飽和度が10％以下の強い貧酸素水塊が形

Skel成された。なお，７月27日から８月２日の表層では

（50,000cells/ml）が主体の珪藻赤潮etonema costatum

が同海域で発生した。

このようなことから今年度は の大規模なK. mikimotoi

発生年及び強い貧酸素水塊の発生年であった。
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図６ 水温の推移（代表点5m層）

図７ 塩分の推移（代表点5m層）

図８ 溶存酸素の推移（代表点5m層）

図９ 鉛直安定度の推移（各海域の平均）

15.0

20.0

25.0

30.0

6月1日 6月16日 7月1日 7月16日 7月31日 8月15日

℃

山口内海

福岡豊前

大分浅海

26.00

27.00

28.00

29.00

30.00

31.00

32.00

33.00

6月1日 6月16日 7月1日 7月16日 7月31日 8月15日

山口県

福岡県

大分県

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

125.0

6月1日 6月16日 7月1日 7月16日 7月31日 8月15日

%

山口県

福岡県

大分県

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

6月1日 6月16日 7月1日 7月16日 7月31日 8月15日

(×10-5)
山口県

福岡県

大分県

図10 DINの推移と全珪藻細胞数との関係

図11 DIPの推移と全珪藻細胞数との関係
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図13 行橋気象観測点による降水量，日照時間
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0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

6月1日 6月16日 7月1日 7月16日 7月31日 8月15日

μ
m

o
l/

L

山口内海

福岡豊前

大分浅海

0.0

0.2

0.4

6月1日 6月16日 7月1日 7月16日 7月31日 8月15日

μ
m

o
l/

L

山口内海

福岡豊前

大分浅海

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

6月1日 6月19日 7月3日 7月18日 8月3日 8月22日

cells/ml

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

μg/L山口（珪藻）

福岡（珪藻）

大分（珪藻）

山口（Chl-a）

大分（Chl-a）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

５
月

上

５
月

中

５
月

下

６
月

上

６
月

中

６
月

下

７
月

上

７
月

中

７
月

下

８
月

上

８
月

中

８
月

下

９
月

上

９
月

中

９
月

下

mm

0

20

40

60

80

100

120

h

降水量

日照時間

- 260 -



文 献

１）気象庁気象統計情報電子閲覧サイト（http://www.d

ata.kishou.go.jp/etrn/prefecture/index82.html）

２）神薗真人：周防灘南西部海域（豊前海）における貧

酸素水塊形成機構に関する研究.福岡県水産海洋技術セ

ンター研究報告，第6号，97-146(1997).

Gymnodin４）小泉喜嗣・その他：西部瀬戸内海における

の増殖域の環境特性と分布拡大機構.海ium mikimotoi

の研究，3，99-110.(1994)

- 261 -



瀬戸内海広域総合水質調査

中川 浩一・佐藤 利幸

環境庁は瀬戸内海水質汚濁の実態の把握及び総合的な

水質汚濁防止対策をはかるため，本調査を福岡県環境部

に委託して行っている。そのうち，海洋観測等一部を当

研究所が担当したので，その結果について報告する。

方 法

調査は，図1に示す3定点で，平成18年5月16日,7月18

日,10月16日および平成19年1月17日に実施した。

図1 調査定点

， ， ，観測層は表層及びＢ-2m層で,調査項目は 気象 海象

一般項目（水温，塩分，水色，透明度，ｐＨ，ＤＯ，Ｃ

ＯＤ クロロフィルａ 栄養塩類 ＤＩＮ Ｔ－Ｎ Ｐ， ）， （ ， ，

Ｏ -Ｐ，Ｔ－Ｐ）であった。４

結 果

各定点における水質調査結果及び各項目の最小値，最

大値，平均値を表1に示した。
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水温の年平均値は，各調査点とも過去5ヶ年平均値(D-

1：18.8℃，D-10:18.1℃，D-12:18.6℃，D-18:18.8℃）

並みであった。

塩分の年平均値は，過去5ヶ年平均値(D-1：31.72，D-

10:32.54，D-12:32.09，D-18:32.74）に比べ，0.21～1.

43低めであった。

ｐＨの年平均値は，各調査点とも過去5ヶ年平均値（D

-１:8.28，D-10:8.27，D-12:8.29，D-18:8.28）より0.1

1～0.13低めであった。

ＤＯの年平均値は，各調査点とも過去5ヶ年平均値（D

-1:7.63mg/l，D-10:7.38mg/l，D-12:7.54mg/l，D-18:7.

18mg/l）よりD-1は0.11mg/l低め，その他の調査点で0.3

3～0.54mg/l高めであった。

ＣＯＤの年平均値は，過去5ヶ年平均値（D-1:1.81mg/

l，D-10:1.60mg/l，D-12:1.68mg/l，D-18:1.66mg/l）に

比べ，0.35～1.12mg/l高めであった。

ＤＩＮの年平均値は 各調査点とも過去5ヶ年平均値 D， （

-1:0.04mg/l，D-10:0.03mg/l，D-12:0.04mg/l，D-18:0.

06mg/l）平年並みであった。

Ｔ-Ｎの年平均値は 各調査点とも過去5ヶ年平均値 D， （

-1:0.21mg/l，D-10:0.16mg/l，D-12:0.22mg/l，D-18:0.

24mg/l）に比べ,D-18で0.05mg/l高めであったが,その他

の調査点では平年並みであった。

Ｐ０ -Ｐの年平均値は，過去5ヶ年平均値（D-1:0.003４

mg/l，D-10:0.004mg/l，D-12:0.003mg/l，D-18:0.010mg

/l）に比べ，D-18で0.005mg/l低めであったが,その他の

調査点では平年並みであった。

Ｔ-Ｐの年平均値は，過去5ヶ年平均値（D-1:0.017mg/

， ， ， ）l D-10:0.017mg/l D-12:0.018mg/l D-18:0.025mg/l

に比べ，D-1,D-10で平年並み，D-10,D-18で0.003～0.00

4mg/l高めであった。

クロロフイルａ量の年平均値は，過去5ヶ年平均値(D-

1：2.16mg/m ，D-10:2.09mg/m ，D-12:2.62mg/m ，D-18３ ３ ３

：3.50mg/m に比べ D-1で平年並みであったが,D-10で３） ，

1.48mg/m ，D-12で6.32mg/m ，D-18で12.58mg/m 高めで３ ３ ３

あった。
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表1 各定点における測定値

 調査点  調査日  採水層 　水温 　塩分 　pH 　DO 　COD 　DIN 　T-N 　PO4-P 　T-P ｸﾛﾛﾌｨﾙa

　 ℃ 　mg/l 　mg/l 　mg/l 　mg/l 　mg/l 　mg/l 　mg/m3

  D-1 H18. 5.16 0m 17.5 32.12 8.08 7.85 2.1 0.058 0.247 0.002 0.019 2.99

B-2m 17.4 32.52 8.08 7.34 2.2 0.040 0.150 0.002 0.017 4.02

7.18 0m 27.3 28.40 8.28 7.35 2.3 0.011 0.192 0.001 0.014 3.49

B-2m 26.1 29.40 8.28 4.65 2.4 0.013 0.188 0.001 0.014 3.53

10.16 0m 22.6 31.00 8.13 7.06 2.0 0.048 0.200 0.002 0.017 0.71

B-2m 22.5 31.04 8.12 6.81 2.1 0.042 0.189 0.001 0.018 2.03

H19. 1.17 0m 8.6 31.98 8.13 9.74 2.1 0.011 0.100 0.000 0.010 1.10

B-2m 9.6 32.35 8.12 9.32 2.1 0.008 0.090 0.001 0.009 2.97

　　　最　小　値 8.6 28.4 8.1 4.7 2.0 0.008 0.090 0.000 0.009 0.7

　　　最　大　値　 27.3 32.5 8.3 9.7 2.4 0.058 0.247 0.002 0.019 4.0

　　　平　均　値 19.0 31.10 8.15 7.52 2.2 0.03 0.17 0.001 0.015 2.60

  D-10 H18. 5.16 0m 15.9 32.63 8.15 8.07 1.9 0.055 0.177 0.003 0.014 1.75

B-2m 15.2 32.77 8.16 7.88 1.5 0.013 0.118 0.003 0.016 2.74

7.18 0m 26.8 28.82 8.28 8.17 2.8 0.033 0.209 0.005 0.023 10.56

B-2m 18.8 32.48 8.26 5.34 2.3 0.018 0.189 0.003 0.016 7.44

10.16 0m 22.9 31.67 8.11 7.47 2.0 0.015 0.190 0.007 0.023 0.97

B-2m 22.9 31.70 8.10 7.44 3.4 0.022 0.300 0.011 0.025 1.95

H19. 1.17 0m 9.8 32.39 8.12 9.53 1.7 0.007 0.118 0.005 0.009 0.56

B-2m 9.4 32.57 8.12 9.48 2.3 0.008 0.199 0.001 0.006 2.56

　　　最　小　値 9.4 28.82 8.10 5.34 1.5 0.007 0.118 0.001 0.006 0.56

　　　最　大　値　 26.8 32.77 8.28 9.53 3.4 0.055 0.300 0.011 0.025 10.56

　　　平　均　値 17.7 31.88 8.16 7.92 2.2 0.02 0.19 0.005 0.016 3.57

  D-12 H18. 5.16 0m 16.4 32.24 8.15 8.28 2.3 0.016 0.236 0.001 0.019 4.91

B-2m 16.5 32.35 8.16 7.95 2.1 0.031 0.146 0.002 0.017 2.74

7.18 0m 25.1 29.58 8.28 7.61 5.8 0.009 0.457 0.008 0.044 37.46

B-2m 22.2 31.29 8.29 4.55 2.9 0.028 0.296 0.006 0.029 16.88

10.16 0m 22.4 31.56 8.12 7.57 2.3 0.016 0.152 0.002 0.018 1.15

B-2m 22.6 31.90 8.11 7.51 1.9 0.013 0.162 0.001 0.019 1.55

H19. 1.17 0m 9.8 32.89 8.14 9.86 2.3 0.009 0.135 0.000 0.010 3.75

B-2m 10.2 33.23 8.14 9.63 2.3 0.006 0.092 0.000 0.010 3.06

　　　最　小　値 9.8 29.58 8.11 4.55 1.9 0.006 0.092 0.000 0.010 1.15

　　　最　大　値　 25.1 33.23 8.29 9.86 5.8 0.031 0.457 0.008 0.044 37.46

　　　平　均　値 18.2 31.88 8.17 7.87 2.7 0.02 0.21 0.003 0.021 8.94

  D-18 H18. 5.16 0m 16.9 32.43 8.15 7.79 2.3 0.004 0.220 0.001 0.017 4.57

B-2m 16.9 32.48 8.16 7.71 1.9 0.049 0.258 0.002 0.022 3.22

7.18 0m 25.7 28.63 8.26 7.23 7.8 0.008 0.874 0.026 0.107 101.33

B-2m 24.3 29.44 8.26 4.84 2.3 0.042 0.217 0.004 0.022 8.44

10.16 0m 22.6 31.37 8.10 6.98 2.2 0.013 0.179 0.004 0.021 2.01

B-2m 22.5 31.37 8.10 6.95 1.8 0.018 0.324 0.003 0.022 3.70

H19. 1.17 0m 9.2 32.36 8.16 9.81 2.0 0.053 0.140 0.000 0.011 2.37

B-2m 9.2 32.38 8.16 9.62 1.9 0.020 0.128 0.000 0.011 2.97

　　　最　小　値 9.2 28.63 8.10 4.84 1.8 0.004 0.128 0.000 0.011 2.01

　　　最　大　値　 25.7 32.48 8.26 9.81 7.8 0.053 0.874 0.026 0.107 101.33

　　　平　均　値 18.4 31.31 8.17 7.62 2.8 0.03 0.29 0.005 0.029 16.08
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周防灘水質監視測定調査

佐藤 利幸・江藤 拓也

本調査は，環境庁が瀬戸内海の水質汚濁の実態を把握

し，総合的な水質汚濁防止対策を図るため，福岡県環境

生活部の委託により当センターがその一部を担当したの

で，その結果を報告する。

方 法

調査を図１に示す３定点で平成18年５月16日,７月18

日,10月16日および平成19年１月16日に実施した。

観測層は表層，５m層で，満潮時及び干潮時の前後2時

間以内に採水した。

， ， ， （ ， ，調査項目は 気象 海象 生活環境項目 ｐＨ ＤＯ

ＣＯＤ，ＳＳ，Ｔ－Ｎ，Ｔ-Ｐ）である。

結 果

各項目の測定値 最小値 最大値 平均値を表１に示し， ， ，

た。

ｐＨの年平均値は，S-2で8.14，S-3で8.15， S-4で

8.15（過去5ヶ年平均値 S-2:8.27，S-3:8.27，S-4:8.2

6）であった。

ＤＯの年平均値は，S-2で7.85mg/l，S-3で7.66mg/l，

S-4で8.01mg/lであり，過去5ヶ年平均値並み（S-2:7.94

mg/l，S-3:8.02mg/l，S-4:7.81mg/l）であった。調査月

別にみると 7月調査のS-3の5ｍ層で3.93mg/lと低い値が，

観測された。

ＣＯＤの年平均値は，各調査点ともに過去5ヶ年平均

S-2:1.9mg/l S-3:1.9mg/l S-4:1.9mg/l 並みであっ（ ， ， ）

た。

図１ 調査定点

ＳＳの年平均値は，各調査点ともに過去5ヶ年平均

(S-2：5.4mg/l，S-3:5.0mg/l，S-4:4.8mg/l）より0.8～

1.4mg/l低い値であった。

， （Ｔ－Ｎの年平均値は 各調査点ともに過去5ヶ年平均

S-2:0.214mg/l，S-3:0.204mg/l，S-4:0.217mg/l)より0.

009～0.032mg/l低い値であった。

Ｔ－Ｐの年平均値は，各調査点ともに過去5ヶ年平均

(S-2：0.019mg/l S-3:0.017mg/l S-4:0.019mg/l 並み， ， ）

の値であった。
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表1 各定点における測定値

 調査点  調査日 干満  採水層 　pH 　DO 　COD  　SS 　T-N 　T-P
　mg/l 　mg/l 　mg/l 　mg/l 　mg/l

  S-2 H18. 5.16 干潮 0m 8.08 8.18 2.4 1.0 0.240 0.023
5m 8.09 7.88 2.4 1.0 0.270 0.023

満潮 0m 8.12 7.59 2.2 1.0 0.280 0.024
5m 8.12 7.39 2.3 1.0 0.200 0.020

7.18 干潮 0m 8.28 7.10 4.3 10.0 0.460 0.021
5m 8.27 6.26 4.3 10.0 0.360 0.024

満潮 0m 8.17 7.03 2.9 13.0 0.260 0.023
5m 8.16 6.88 2.8 13.0 0.290 0.045

10.16 干潮 0m 8.13 7.15 1.6 1.0 0.130 0.013
5m 8.11 7.35 1.8 1.0 0.150 0.017

満潮 0m 8.03 7.04 1.6 1.0 0.130 0.016
5m 8.06 7.02 1.3 1.3 0.090 0.022

H19. 1.16 干潮 0m 8.12 9.76 2.8 1.0 0.150 0.016
5m 8.12 9.69 2.4 1.0 0.060 0.009

満潮 0m 8.16 9.73 2.1 1.2 0.110 0.012
5m 8.16 9.56 2.3 1.0 0.230 0.028

　　　　　最　小　値 8.03 6.26 1.3 1.0 0.060 0.009
　　　　　最　大　値　 8.28 9.76 4.3 13.0 0.460 0.045
　　　　　平　均　値 8.14 7.85 2.5 4.0 0.213 0.021

  S-3 H18. 5.16 干潮 0m 8.14 7.79 2.4 1.0 0.200 0.019
5m 8.14 7.66 1.9 1.0 0.260 0.021

満潮 0m 8.13 8.26 2.1 1.0 0.210 0.020
5m 8.13 7.68 2.3 1.0 0.290 0.024

7.18 干潮 0m 8.29 6.97 2.0 13.0 0.160 0.013
5m 8.28 3.93 1.7 13.0 0.170 0.010

満潮 0m 8.16 7.40 1.6 13.0 0.150 0.012
5m 8.20 5.00 2.0 14.0 0.180 0.014

10.16 干潮 0m 8.12 6.88 1.4 1.7 0.210 0.017
5m 8.10 6.94 2.4 1.0 0.230 0.019

満潮 0m 8.05 7.04 1.2 1.6 0.110 0.013
5m 8.06 7.10 1.5 1.3 0.150 0.015

H19. 1.16 干潮 0m 8.14 9.92 2.0 1.0 0.090 0.010
5m 8.14 9.91 2.5 1.0 0.080 0.010

満潮 0m 8.14 10.04 1.8 1.0 0.130 0.012
5m 8.14 10.01 2.0 1.0 0.120 0.012

　　　　　最　小　値 8.05 3.93 1.2 1.0 0.080 0.010
　　　　　最　大　値　 8.29 10.04 2.5 14.0 0.290 0.024
　　　　　平　均　値 8.15 7.66 1.9 4.0 0.171 0.015

  S-4 H18. 5.16 干潮 0m 8.15 7.34 2.2 1.0 0.250 0.024
5m 8.11 7.35 2.3 1.0 0.280 0.024

満潮 0m 8.14 7.86 2.2 1.0 0.230 0.021
5m 8.15 7.98 2.1 1.0 0.890 0.046

7.18 干潮 0m 8.27 7.08 1.9 13.0 0.230 0.016
5m 8.27 6.93 1.9 15.0 0.150 0.010

満潮 0m 8.23 7.68 1.8 14.0 0.180 0.014
5m 8.24 9.65 2.3 13.0 0.160 0.013

10.16 干潮 0m 8.10 6.96 2.0 1.0 0.100 0.014
5m 8.10 6.82 3.1 1.0 0.180 0.016

満潮 0m 8.07 7.36 1.5 1.0 0.100 0.009
5m 8.07 7.35 1.7 1.1 0.150 0.013

H19. 1.16 干潮 0m 8.14 9.68 1.8 1.0 0.110 0.012
5m 8.14 9.39 1.9 1.0 0.120 0.015

満潮 0m 8.13 9.40 1.6 1.0 0.110 0.011
5m 8.13 9.25 1.5 2.0 0.100 0.009

　　　　　最　小　値 8.07 6.82 1.5 1.0 0.100 0.009
　　　　　最　大　値　 8.27 9.68 3.1 15.0 0.890 0.046
　　　　　平　均　値 8.15 8.01 2.0 4.0 0.209 0.017
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